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培養魚肉の研究・生産に着手
アバント社、23年にも商用化

香港系企業のアバントは、シンガポール科学技術研究庁（Ａ＊ＳＴＡＲ）と共同で、細胞培養魚肉の研究
開発（Ｒ＆Ｄ）を行う。2023年までには同国で培養魚肉の試験生産設備も開設し、商用化を目指す。アジ
アで先駆けて培養魚肉を開発・生産する企業として、将来的には域内でも販売展開したい考えだ。

　アバントが20日に発表した声明によると、費用対効
果の高い培養魚肉の製造技術開発に向け、科学技術研究
庁傘下のバイオ処理技術研究所（ＢＴＩ）と共同研究の
提携を交わした。

　シンガポール中部にあるバイオ研究集積地「バイオポ
リス」に「培養魚バイオプロセシング共同研究所」を開
設した。科学技術研究庁の広報担当者によると、同研究
所は８月末に活動を開始した。
　培養魚肉は魚から採取した細胞を培養して作られる。
共同研究所では、細胞の量産技術の開発に取り組み、細
胞の成長促進や量産に向けたプロセスデザイン（事業計
画の進め方を事前に決める手法）などを研究する。
　アバントが持つ培養魚肉の開発技術と、バイオ処理技
術研究所のバイオプロセス（微生物や動植物の機能を利
用して物質を変換させる手法）技術を活用する。
　アバントはまた、培養魚肉の試験生産設備をシンガポ
ールの別の場所に開設する計画だ。今年４月に、シンガ
ポール経済開発庁（ＥＤＢ）の支援を受け、研究所と試
験生産設備を設置する計画を発表していた。
　アバントの共同創業者であるキャリー・チャン最高経
営責任者（ＣＥＯ）は21日、ＮＮＡに対し、「試験生産
設備は22年か23年初めに稼働させる計画だ」と説明。
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投資額は非公表で、生産能力は後日公表するという。
　アバントによると、同社はアジアで初めて培養魚肉を
開発した企業。2018年設立で香港サイエンスパークにＲ
＆Ｄ拠点を持ち、既に魚の細胞を活用した薬用化粧品の
商業販売を開始している。
　シンガポールは、政府が細胞培養肉の商用化を積極的
に後押ししているため、培養魚肉を商業化したい考え。
現地で試験生産設備や共同研究所を設立することで、商
用化を加速させる意向だ。
　アバントのチャンＣＥＯは、「培養魚肉の商用化はま
ずシンガポールで開始する。23年をめどに実現したい」
と明かした。試験生産設備の稼働が軌道に乗れば、将来
的にはシンガポール以外の東南アジア諸国やそれ以外
の地域でも販売展開する意向も示した。　

　

新規食品の販売認可取得へ
　
　シンガポールでは培養肉や代替肉の市場が拡大しつ
つある。培養肉は細胞培養技術を使って人工培養する一
方、代替肉は植物性原料を使う食品だ。今年１月には、
代替タンパク質を開発・製造する米新興企業イート・ジ
ャストがレストラン向けに人工培養鶏肉の供給を開始。
外食店で人工培養鶏肉を使ったメニューが提供される
世界初の事例となった。
　９月には、シンガポールの老舗ライフサイエンス機器
メーカー、エスコ・ライフサイエンシズ・グループ傘下
のエスコ・アスターが、細胞培養肉の受託製造開発機関
（ＣＤＭＯ）としてシンガポール食品庁（ＳＦＡ）から
ライセンスを取得した。こちらも同様の事例としては世
界初となった。
　シンガポールで培養魚肉を販売するには、新規食品
（ノベルフード、これまでに消費されたことのない食品）
として食品庁の認可を取得する必要がある。アバント
は、自社の培養魚肉の販売認可取得に際し、人工培養鶏
肉などと同様の審査基準が適用されると見込んでいる。
　シンガポール政府は、食料自給率を現在の１割未満か
ら30年までに３割へ引き上げる目標を掲げている。培
養肉や代替肉はこうした目標の達成に貢献できると期
待されている。

【シンガポール―経済】

感 染 者 出 た 職 場 の 在 宅 勤 務 、 2 2 日 に 対 策 緩 和
　シンガポール保健省は22日から、新型コロナウイル
スの感染者が出た職場に要請している在宅勤務に関す
る感染対策を緩和する。対象となる職場の要件を緩める
ほか、在宅勤務の期間を短縮する。
　新たな感染対策では、過去７日以内に受けたＰＣＲ検
査で陽性となった人が３人以上になった場合に、３人目

の陽性が判明した翌日から同じ職場の全員を10日間の
在宅勤務に切り替えてもらう。従来の陽性者１人以上、
14日間からそれぞれ緩和する。
　在宅勤務の期間中であっても出勤する必要がある場
合は、即時抗原検査（ＡＲＴ）で陰性となることを条件
に職場での勤務を認める。
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